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 第63回高知市文化祭開幕行事	
 

  「オペラ四万十」  
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 

◇日	
 時	
 	
 平成２３年４月１７日（日）	
 	
 開場13:30～	
 	
 開演14:00～	
 

◇場	
 所	
 	
 高知市文化プラザかるぽーと	
 大ホール	
 

	
 ◇入場料	
 	
 ２,５００円	
 

	
 ◇主	
 催	
 	
 高知市文化祭執行委員会・高知市文化協会・高知マンドリン土曜日会	
 

	
 ◇主	
 管	
 	
 （財）高知市文化振興事業団・高知市教育委員会	
 

	
 ◇後	
 援	
 	
 高知新聞社・NHK高知放送局・RKC高知放送・KUTVテレビ高知・KSS高知さんさん

テレビ	
 

◇出	
 演	
 	
 高知マンドリン土曜日会・オペラ四万十合唱団・窪川コーラス・所谷直生・梅原	
 

ゆかり・山本幸雄・坪内一郎	
 他	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 総計	
 ７６人	
 

◇入場者	
 	
 	
 ９３０人	
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第63回 	
 	
 高知市展 	
 

	
 ◇開催日	
 平成２３年５月２８日（土）～６月１２日（日）	
 

	
 ◇会 場	
 高知市文化プラザかるぽーと	
 ７階市民ギャラリーほか	
 

	
 	
 ◇入場料	
 	
 前売３００円	
 	
 当日４００円	
 （５０円割引のハガキを発行）	
 

	
 ◇鑑賞者	
 ６,７０７名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 ◇美術体感イベント「あなたダビンチ	
 ぼくピカソ」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６月５日（日）午後１時～４時	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

前広場・公民館施設	
 （６部門＋まんが館７ブース・２部門２ブース）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 フリーパスポート	
 ５００円（４８６枚）	
 

	
 

◇出品者・出品数・イベント参加者	
 

部	
 	
 門	
 出品者(前回)	
 出品数(前回)	
 
北見市	
 

交流作品	
 

美術体感イベント	
 

参加ブース名	
 
参加者数	
 

絵	
 画	
 ７９	
 	
 (94)	
 ９３	
 (116)	
 ４	
 (4)	
 「エコ･アート」	
 １７００	
 

日本画	
 ４１	
 	
 (27)	
 ５５	
 	
 (35)	
 ３	
 (3)	
 
「クリアーファイルに	
 

絵を描こう」	
 
５２０	
 	
 

書	
 道	
 １２０	
 (120)	
 １２０	
 (120)	
 １０(10)	
 「筆と遊ぼう」	
 ８００	
 	
 

先端美術	
 ２２	
 	
 (17)	
 ２３	
 	
 (18)	
 
	
 

	
 
	
 	
 

彫	
 刻	
 ３１	
 	
 (30)	
 ４２	
 	
 (46)	
 
	
 

	
 
「せっこうメダル」	
 ５７４	
 	
 

陶	
 芸	
 ７１	
 	
 (76)	
 １０２	
 (114)	
 ３	
 (3)	
 「粘土で遊ぼう」	
 ２２６	
 	
 

工	
 芸	
 ３５	
 	
 (60)	
 ５２	
 (101)	
 	
 	
 	
 

写	
 真	
 ９０	
 	
 (82)	
 １５４	
 (137)	
 １１(11)	
 「カメラマンに挑戦」	
 	
 ３０	
 	
 

ペン字	
 ９７	
 	
 (93)	
 ９７	
 	
 (93)	
 	
 
「字は楽しく	
 

書くのが一番」	
 
２８０	
 	
 

デザイン	
 ５５	
 	
 (64)	
 ６０	
 	
 (70)	
 
	
 

	
 
「キーホルダー作り」	
 ５６０	
 	
 

まんが館	
 	
 	
 
	
 

	
 

「キャララ村キャラクター	
 

をつくろう」	
 
２７４	
 	
 

合	
 	
 計	
 ６４１	
 (663)	
 ７９８	
 (850)	
 ３１(31)	
 	
 ４９６４	
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第63回	
 高知市展	
 

関	
 連	
 行	
 事 	
 

	
 

◇講習会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 彫刻講習会	
 	
 全身像・抽象コース	
 ３月１日～３月２７日	
 	
 全１２回	
 

頭像コース	
 	
 	
 	
 	
 ３月２９日～４月２４日	
 全１５回	
 

陶芸「一日作陶体験会」	
 	
 	
 	
 	
 	
 ４月３日	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 日本画講習会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ４月９日～５月１３日	
 	
 	
 全５回	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 工芸「カラフルなマーブル染め」	
 	
 ４月１７日	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

◇研究会	
 

先端美術研究会「東谷隆司講演会」	
 ５月２９日	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 書道作品研究会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５月２９日・６月１１日	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 絵画作品研究会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６月１２日	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 写真作品研究会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６月１２日	
 

彫刻作品研究会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６月１２日	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 日本画作品研究会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６月１２日	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 工芸作品研究会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６月１２日	
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 文化祭参加行事数・入場者数等集計表	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（	
 ）内は前回の実績数	
 

※「その他」部門への文化祭参加興行映画の入場者数は、この集計には含まれておりません。

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

部	
 	
 門	
 
	
 

	
 

行事数	
 
	
 

	
 

入場者数	
 
	
 

	
 

参加行事助成額	
 
	
 

	
 

行事区分	
 
	
 

映	
 	
 像	
 
６	
 

（６）	
 

６９０	
 

（５３８）	
 

１４０,０００	
 

（１３０,０００）	
 

共	
 催	
 	
 	
 ５	
 

名義共催	
 １	
 

演	
 	
 劇	
 
８	
 

（９）	
 

３,５９１	
 

（６,１８４）	
 

４１０,６００	
 

（３７８,４００）	
 

共	
 催	
 	
 	
 ６	
 

後	
 援	
 	
 １	
 

名義後援	
 １	
 

音	
 	
 楽	
 
２０	
 

（２２）	
 

８,２７３	
 

（８,０１０）	
 

１,０３２,６００	
 

（１,１２５,０００）	
 

共	
 催	
 １６	
 

特別共催	
 １	
 

名義共催	
 １	
 

後	
 援	
 	
 ２	
 

舞	
 踊	
 
８	
 

（１０）	
 

２,６４５	
 

（６,３５９）	
 

４４３,３００	
 

（６３６,６００）	
 

共	
 催	
 	
 	
 ５	
 

後	
 援	
 	
 ２	
 

名義後援	
 １	
 

展	
 示	
 
	
 ４	
 

（５）	
 

６,７７６	
 

（９,８０１）	
 

３２３,２００	
 

（３２８,６００）	
 
共	
 催	
 	
 	
 	
 ４	
 

文	
 	
 芸	
 
	
 ４	
 

（４）	
 

９４１	
 

（８０９）	
 

２３０,０００	
 

（２３０,０００）	
 

共	
 催	
 	
 	
 	
 ２	
 

後	
 援	
 	
 １	
 

委	
 託	
 	
 	
 	
 １	
 

その他	
 
	
 ４	
 

（４）	
 

	
 	
 ６８０	
 

（８３７）	
 

１８０,３００	
 

（１７９,９００）	
 
共	
 催	
 	
 	
 	
 ４	
 

合	
 計	
 
５４	
 

（６０）	
 

２３,５９６	
 

（３２,５３８）	
 

２,７６０,０００	
 

（３,００８,５００）	
 

共	
 催	
 ４２	
 

特別共催	
 １	
 

名義共催	
 ２	
 

後	
 援	
 	
 ６	
 

名義後援	
 ２	
 

委	
 託	
 	
 １	
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映像部門

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

６月２６日（日） 10:00～16:00

小夏の映画会／田辺浩三

山地自然の地力に依拠して農作物や草木を育て、20年、30
年という歳月と山地自然の恢復を待つ壮大な循環型自然農
法―焼畑。混迷の時代、何を手がかりに生きるのかを、『椿
山』はその疑問に大きな示唆を与えてくれました。焼畑研究・
復興者、土佐伝統食研究家、記録者、生活者が集い、その
教えを受け止め、伝え合う有意義な上映とシンポジウムでし
た。

自由民権記念館民権ホール ６２人

高知・民族文化映像研究所の映画をみる会／松吉惠子

「私が棄てた女」映画上映会

６月１９日（日） 10:00～計５回　
大塚和プロデュースの「私が棄てた女」は私の最も好きな作
品で、娘に是非見せてやりたかった。また、主人公を演じた
河原崎長一郎の息子さんが、偶然高知市内で飲食店を経営
していることが大きくニュースになり、この映画のPRに役立っ
た。
これほど入場者がいても、カンパでやると、収支は赤字で非
常に厳しいです。

龍馬の生まれたまち記念館 １１４人

小夏の映画会／田辺浩三

高知・民族文化映像研究所の映画をみる会第２４期上映会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「土
佐の山間地からの教え」

MOVIE JUNKY 第２０４回上映会「江戸川乱歩の陰獣」

６月１１日（土） 13:00～計４回
上映の方法論として一種の実験を試みた上映会だった。い
かに低コストで上映会を（35mmで）行うか、というもので、上
映会に足を運ぶ方の高齢化が進んでいる中、穏当ならざる
テーマが避けられがちな状況下でも上映会を成立できるか
（または、できなくてもダメージが少ないように）という試行で
あった。結果はある程度成功して、良かったといえる。観客の
評価も良かった。

こうちコミュニティシネマ第６３回上映会「クレアモントホテル」

県立美術館ホール １８８人

映画館減少、シネコン一極化で、地方の映画環境が悪化して
いる中、少しでも多様な映画を紹介し、高知の映画環境を豊
かなものにしたいと努力している。今回は、主人公の「老いて
も失わない人生への前向きな姿勢」が共感を呼び、中高年世
代だけでなく二世代で鑑賞に来た方も多く見受けられた。今
後もこうした、人生や生き方に希望や勇気を与えてくれる作
品を上映していきたい。

４月２１日(木) 13:30～計４回

NPOこうちコミュニティシネマ／大西みちる

あたご劇場 ７３人

MOVIE JUNKY／西川泉

シネマな夜ＶＯＬ.１３４「約束の葡萄畑　～あるワイン醸造家の物語」

４月２９日(金･祝) 10:30～計４回
ニュージーランドの監督らしく、ハリウッド映画とも、従来のフ
ランス映画とも異なる味わい。歴史的背景を取り入れたリア
ルな描写と、天使の降臨する幻想的なシーンが共存する不
思議な作品。
「ある子供」のジェレミー・レニエ、「マイレージ、マイライフ」の
ヴェラ・ファーガなど、名優たちの共演が魅力だった。

県立美術館ホール ２４０人

シネマ・サンライズ／吉川修一

「にっぽん昆虫記」映画上映会

５月２９日(日） 10:00～計５回　
上映日は季節はずれの台風が接近し、大雨の中5回上映し
ましたが、観客は13名しか来なかった。
作品は成人映画ながら、娼婦の女性がどのように生きてゆ
き、政治・社会に全く無関心な姿を通して、日本人の本質を
表現した今村昌平・大塚和の最高作であり、入場者の少ない
ことは残念であった。

龍馬の生まれたまち記念館 １３人
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演劇部門（１）

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　シャカ力
       しゃかりき

のお芝居「死神」

５月２８日（土）・２９日（日）
14:00～15:10・18:00～19:10　計４回

落語を演劇で表現する初の試みに挑戦。小道具に扇子と手
拭いを用いて落語の世界観を壊すことなく舞台効果をあげる
ことができ、また、道具の転換や幕の開閉には黒子を頻繁に
登場させることで、落語という古典芸能を堪能してもらえる構
成に仕上げることができた。今後も戯曲にこだわらず、様々
な題材を演劇で表現し、多くのお客さんに楽しんでいただけ
る上演に取り組みたい。

蛸蔵 １９５人

シャカ力
　　しゃかりき

／行正忠義

喜多流回雪臺高知粟谷会能楽大会

５月８日（日） 10:00～16:00
当会の創始者徳平元太郎師の13回忌追善として現会長が
「融」の能を演じたので、特別に大鼓の人間国宝亀井忠雄師
のご出演を得、また徳平師に師事した旧会員にもご出演を得
て賑やかに開催しました。また、大勢の方にご来場いただき
会員一同感謝しております。
会員も高齢化、またなかなかとりつきにくい能の世界をなんと
か広めていきたいものです。

県立美術館能楽堂 ２５０人

喜多流回雪臺高知粟谷会／岡部徳治

劇団とりあえず第２回公演「サロメの夜」

６月２日（木）・３日（金）・４日（土）・５日（日）
13:30～14:35・17:00～18:05　計６回

第2回公演ということもあり、前回以上に充実したより面白い
舞台をと、意気込みました。実際私としては、台本、本番とも
パワーアップした作品に仕上がったと思っています。しかし、
それが観客動員には結びつかず（昨年の旗揚げ公演は83
名）、ひとり芝居の難しさを感じてしまいました。オリエンタル居酒屋トンプー(東風) ５２人

劇団とりあえず／山北美砂子

高知市民劇場第２９０回例会　青年劇場公演「族譜」

５月１９日（木）18:30～・２０日（金）12:30～
２１日（土）13:30～

日本と朝鮮のこと、人間の尊厳をしっかりと見つめた芝居で
した。当日は、震災にあった東北の人たちを思った人、今の
日本と韓国や北朝鮮の間について考えた人など、様々な思
いを持っての観劇だったようです。「創氏改名」「族譜」という
難しい題材をジェームス三木さんの演出によって、観やすく、
わかりやすく創られていたことにより、一層私たちに迫ってく
るものがありました。

かるぽーと大ホール ２,１６７人

高知市民劇場／塩田正興

高知市こども劇場４０周年記念特別例会
「高知の城下で狂言じゃー!!　茂山一門参上。」

６月１９日（日） 15:00～16:20
狂言の上演は高知では稀で、大人でも初めて触れる人が多
かったようです。“狂言のおはなし”から始まり、「太刀奪」「濯
川」の2演目でした。学校での上演を続けている茂山家の解
説はわかりやすくおもしろいお話でした。子ども向けにアレン
ジしたということもなく、日本古来のシンプルかつ本格的なも
ので、現代に生きる古典の笑い、古いのにおもしろい狂言の
魅力を堪能しました。

県立美術館能楽堂 ４２０人

特定非営利活動法人高知市こども劇場／武市真寿美

第２３回高知能楽会大会

６月５日（日） 9:30～16:40
本会を構成する5会派、会員約200名が各々の日頃の研鑽の
成果を発表することができ、また年1回の親睦目的の会でも
あるように、楽しい発表会になりました。雨にもかかわらず入
場された人々に、日頃あまり接することのない能楽の世界を
楽しんでもらえたと思います。
ただ、会員の高齢化が進み、若い会員を勧誘し育てていかな
いと将来が心配されます。

県立美術館能楽堂 ２５０人

高知能楽会／小林容子
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演劇部門（２）

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

『John Manjiro was here』 ジョン万英語で遊ぼう！

７月１０日（日） 9:45～11:45
絵本『John Manjiro was here　ジョン万次郎物語』（ラボ・パー
ティ45周年記念発刊）をテーマに、小学生親子が楽しみなが
ら英語に親しんだ。今日を機に、「日本人とは？」「国際交流
とは？」「コミュニケーションとは？」について家庭で話題にし
てほしい。私たちは、今後も「物語」「ことば」「交流」を大切に
した様々な教育プログラムを開催していく。

かるぽーと 11階大講義室
              ・9階特別学習室

８０人

高知ラボ・パーティ／岩本真理

１７７人

劇団ゆまにて／吉本智賀子

劇団ゆまにて第８１回公演「化粧」

９月８日（木） 19:00～20:50
当初の開催日7月8日を7月19日に変更したところ、台風接近
のため公共交通機関が運行中止するなどの理由で、再度日
程を延期せざるを得なくなった。
初めてのひとり芝居ということで、演じ手も観客も緊張してい
たようだ。初めて生の舞台を観たという人が多かったが、概
ね好評であった。大変やりがいのある作品で、今後もこうした
深みのある作品を手掛けていきたい。

県立美術館ホール



‐７‐

音楽部門（１）

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

高新ＲＫＣホール ８４０人

高知県吟剣詩舞道総連盟／柳瀬岳領

正曲一絃琴白鷺会演奏会

土佐中･高等学校吹奏楽部第４６回スプリングコンサート

高知県吟剣詩舞道総連盟春季競吟大会

５月８日（日） 9:00～17:00
高知県下5ブロックに分かれ競い合ってきた競吟大会決勝
戦、本年度も「詩吟剣舞春季大会」と「優勝旗争奪競演決勝
大会」が行われました。1年ぶりに会う仲間や同僚でロビーは
社交場、舞台は戦場のような緊張感。吟じ終わった会員から
は、また明日に向かって頑張るぞという声が聞こえてくるよう
な1日でした。

４月２９日（金･祝） １7:30～19:30
25年ぶりの夕方からの開催で、観客動員数が期待通り増え
ました。演奏の方も満足のいくものであり、演奏者も来ていた
だいた方々も、とても楽しむことのできたステージになったと
思います。
来年は今年以上のものができるよう計画していきたいと思っ
ております。

かるぽーと大ホール １,０００人

土佐中・高等学校吹奏楽部／川﨑仁哉

第３４回おしどり会民謡発表会

５月１４日（土） 13:00～15:00
予想以上の入場者になりました。古典・伝統の和の空間にひ
ととき心癒され、十三絃との合奏は迫力があり元気をもらい
ましたとの嬉しい言葉をたくさんいただきました。1901年出版
の「一絃琴正曲譜本」の著作者島田勝子師の孫、島田安子
様ご夫妻の来場により、記念すべき貴重な演奏会となり盛会
でした。今後も伝統のひとすじの糸の調べを大切に守り継い
で演奏してまいります。

かるぽーと小ホール １６５人

正曲一絃琴白鷺会／田中美智子

一絃琴わくら和遊紅会演奏会

４月１７日（日） 13:30～15:30

５月３日（火･祝） 12:30～16:30
初めての美術館ホールでの発表会、会員も緊張していました
が、お客さんも満席になり盛会に終わりました。
控室もたくさんあり駐車場も広く大変良かったです。

県立美術館ホール ６５０人

高知民謡おしどり会／高橋輝雄

東日本大震災に見舞われた今春でしたが予定通り開催しま
した。亡くなられた方の追悼のため「雲がくれ」という曲を入れ
ました。また、鴨長明の方丈記の序の1節を橋本師の作曲で
1曲入れておりました。この曲は鴨長明が若い頃このような災
害を続けざまに体験したことを克明に記したものです。思い
の外たくさんの方がお聴き下さり、これからもなおいっそう地
道に活動する所存です。

かるぽーと9階和室 ５３人

一絃琴わくら和遊紅会／松本遊紅

靑峰流至誠吟詠会春季大会

４月１０日（日） 13:30～16:30
当会も5年目を迎えることができました。春季大会は秋の競
吟大会と違って、吟詠の持ち時間や表現方法等に左右され
るわけでなく、のびのびと詠じていました。
また秋に向け頑張っていきたいと思っております。

高知プリンスホテル ７５人

靑峰流至誠吟詠会／佐藤靑絹
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主　催
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主　催
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主　催
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主　催

第８回混声合唱団Pange定期演奏会

６月１１日（土） 18:30～20:30
かるぽーとでの初めての演奏会ということで「より幅広い年
代、より多くのお客様に楽しんでいただける」に重点を置い
てステージ構成を組み立てました。
ホール使用料が今までより一気に高くなるため、演出やゲ
ストなどに費用をかけることはできなかったですが、その分
団員がアイディアを出し合って楽しい演出にできたと思いま
す。

かるぽーと大ホール ６３９人

混声合唱団Pange／藤田貴子

高知交響楽団創立８０周年記念演奏会　第１４６回定期演奏会

６月５日（日） 14:00～16:00
80周年を迎えて打ち出したビジョンに沿い、ベートーヴェン
連続シリーズは交響曲第1番、隠れた名曲シリーズはラフマ
ニノフの交響曲第1番、大谷康子氏をソリストとして迎えたブ
ルッフのヴァイオリン協奏曲第1番というプログラムを編成し
た。高橋敏仁氏の卓越した指導により上質の演奏を披露す
ることができたが、入場者は想定を大きく下回り次回への
課題となった。

かるぽーと大ホール ６５６人

高知交響楽団／山下佳邦

秀鳳流日本吟詠会春季大会

５月２９日（日） 9:30～17：00
東日本大震災支援募金協賛大会と銘打って吟詠大会を催
しました。本年も午前の部で初伝・中伝・奥伝を行い、昼食
を挟んで、特別研修生・青雲吟詩吟詠・無鑑査吟詠・高段
者役員吟詠・音楽吟詠「泉海（まりん）」「山行」など他流派
の応援をいただきました。最後に吟情「万里の波濤を越え
て」で締めくくりました。本年も会場いっぱいのお客様に感
謝申し上げます。

高知プリンスホテル １２０人

秀鳳流日本吟詠会／野中秀鳳

高知市こども劇場低学年例会「ストローミュージック＆リコーダー」

５月１５日（日） 15:00～16:00・18:30～19:30
リコーダーの達人、神谷徹氏がいろんな種類のストローを、
ストローという素材だけで組み合わせ様々な形状の笛をつ
くり上げ、またその形にちなんだ曲を聞かせてくれました。
次々と登場するストロー笛の形やしかけのおもしろさと、そ
れが楽器になっていることに驚き、みとれ、聞き入ってしま
いました。

かるぽーと小ホール ２８０人

特定非営利活動法人高知市こども劇場／武市真寿美

やいろ吹奏楽団第１６回定期演奏会

６月１２日（日） 13:00～16:00
例年通り3部構成で、1部は吹奏楽コンクール課題曲などク
ラシックステージを、2部は「テーマ～追跡～」と題し国内外
でヒットした刑事映画等の楽曲を、3部は懐かしい映画音楽
やTVでおなじみの曲を演奏しました。ただ、今回初めて日
曜昼間の開催のためか入場者が激減したので、来年も日
曜昼間開催につき、今後集客に対して企画や対策を練って
いきたいと思っています。

かるぽーと大ホール ４５０人

やいろ吹奏楽団／野町考司

土佐一絃琴演奏会

６月１２日（日） 13:30～15:30
プログラムの組み方を考慮した結果、最後に会場ゆかりの
龍馬挽歌を演奏。席を立つ人がほとんどなく最後まで聴い
ていただけたのではないか。
県外客はもちろん、県内客にも一絃琴を知らない人が多く、
休憩時と終了後に一絃琴奏法や楽器（弓琴・低音琴）につ
いて個々に説明し、理解していただく。一生懸命の取り組み
ではあったが、なおいっそう励みたい。

龍馬の生まれたまち記念館 ５０人

土佐一絃琴同好会／高木美智
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日・時

会　場 入場者
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グリーンホール ３４０人

高知県三曲協会／澤田萬山

三曲演奏会

７月９日（土） 17:00～20:00
ゲストに絃方奏者菊重精峰・松村エリナ、尺八奏者難波竹山
師をお招きしました。中央の第一線で活躍されている実力あ
る演奏家であり、親しみと充実感のある舞台で大きな華を添
えていただきました。ゲスト曲3曲、協会提曲2曲、協会会員
提曲6曲の計11曲で、尺八古典曲、昭和期以降の新曲・現代
曲と変化に富んだ構成に、ご来場の皆様には十分お楽しみ
いただけたと思います。

３７７人

グループ「し～ずん」／門田綾子

邦楽器と洋楽器によるアンサンブル グループ「し～ずん」コンサート

６月１７日（金） 19:00～21:00
1年先取り「プレ20周年記念」として台湾からの2人のゲストが
確定していましたが、東日本大震災のため1人が出演できな
くなり、先取りコンサートを断念しました。ゲストの劉穎蓉
（リュウ・インロン）氏の尺八とピアノでの二重奏など、満足感
を得た演奏となりました。「今年のコンサートはとてもいやさ
れました。ありがとうございます」というお客様からの声が多く
聞かれました。

県立美術館ホール

第５２回高知県合唱祭

６月１９日（日） 10:00～16:30　
震災の影響からか、メッセージ性の高い曲を歌う団体が多
かったです。
昨年ほどではありませんでしたが、一般のお客様も増えてき
ており、これを今度は参加者増加につなげていく方法を考え
たいと思います。

かるぽーと大ホール ７６６人

高知県合唱連盟／西本佳奈子

桂民謡会チャリティー民謡民舞の祭典

７月３日（日） 12:00～16:30
東日本大震災の後なので、被害を受けられた方々の鎮魂と
復興の祈りを込めて、1曲ずつ華美にならないよう気を使いな
がら歌いました。義援金を募ったところ19万余り集まりました
ので、本部を通じて被災地に送ります。
来年は四国大会を本県で行いますので、これからも頑張りま
す。

グリーンホール ５５０人

高知桂民謡会／竹内懸一

高知本條会ふるさと民謡民舞三味線発表会

６月１９日（日） 12:30～16:00
本年も、遠く大豊町からのグループ、いの町からは「虹の
会」、また鳴り物の「びこう会」など、私たちでなくてはできない
民謡の発表会となりました。それぞれのサークルも3回目とな
ると息もぴったり合い素晴らしい演奏会になりました。オープ
ニングの三味線合奏からエンディングの全員合唱まで43曲を
踊り・合奏・合唱を交え楽しい1日でした。

高知プリンスホテル １１０人

高知本條民謡連合会／泉朋代

第１８回大正琴アンサンブルあじさい会発表会

６月１５日（水） 13：30～16:30　
昨年に引き続き平日の開催となったが、会場は満席、遠くは
室戸から、何よりも駐車場があるのが強み。今回も客席は多
彩な人たちで幕間は社交場となった。
大正琴の懐かしい音色にギター・サックスが入る、またプロ
の民謡歌手、日舞など多彩なメンバーで客を退屈させない最
高の演奏会であった。

県立美術館ホール ４２０人

大正琴あじさい会／川島節子
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主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者
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高知マンドリン土曜日会第４２回定期演奏会

７月２３日（土） 18:30～21:00
第1部スペインの風ではフラメンコダンサー堅田幸子さんとス
タジオの生徒さんの協力により、フラメンコとの共演、第2部
はJAPANの風として、NHK大河ドラマのテーマを中心とした
音楽で日本の歴史をたどるように構成しました。「赤穂浪士」
から「江」までなじみのある曲が多く、楽しんでいただけたと
思います。来年も皆さんに楽しんでいただけるよう頑張って
いきたいと思います。

オレンジホール ５１２人

高知マンドリン土曜日会／前田理絵

第３３回高知ファミリーコーラス定期演奏会

７月９日 （土） 18:30～20:30　
今年のプログラムは、多くの方に合唱を楽しんでいただける
ようにと、ステージ構成にも趣向を凝らし、好評のお言葉を多
くいただくことができました。日頃から支えて下さっている多く
の方々、当日会場で大きな拍手を下さった観衆の皆様のお
陰と、感謝の気持ちでいっぱいです。これからも多くの方に
私たちの音楽を楽しんでいただけるように、団員一同努力し
ていく所存です。

県立美術館ホール ２２０人

高知ファミリーコーラス／岡本雅弘
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舞踊部門（１）

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

１２０人

花柳鶴寿美・京鶴の会／花柳京鶴

花柳鶴寿美・京鶴の会夏ざらえ

７月１７日（日）12:30～16:00
涼を求めて来るお客さんもいて、例年なみの客入りでした。
番組も夏らしい外題で、気軽に楽しめました。
また県民文化ホールリニューアルオープンということで利用
料金が三割引きになり、照明・音響・小道具等にも配慮した
舞台を作り、成功裡に終わることができました。グリーンホール

高知社交ダンス愛好会演技発表会

６月２６日（日） 13:00～16:00
台風で入場者は若干減ったが、参加者は大張り切りで元気
いっぱい。高齢化の続く中で本会も多くの高齢者の方々の参
加があった。それなりに楽しみながらの演技発表は、たいへ
んユニークな内容で、場内は大拍手や爆笑の連続で親近感
あふれるものであった。演技も年々向上し、参加者から来年
の文化祭をめざす声が多く、「あなたが主役の発表会」をさら
に広げていきます。

旭文化センター １２３人

高知社交ダンス愛好会／尾崎比佐子

モダンダンス伊野友美子舞踊研究所公演「とき無し」

５月２１日（土） 15:00～１6:30・18:30～20:00
そばで観客を感じ、フラットな空間を活かし創作をし、全ての
ものがひとつになれた。満足することでした。
会場を予約することが厳しい。

かるぽーと小ホール ３００人

モダンダンス伊野友美子舞踊研究所／伊野友美子

第３９回内山時江ダンスシアター　ア・ナ・タ Part6「One and them」

５月２１日（土）18:00～19:00　２２日（日）15:00～16:00
ライブのように出演者と観客が一体となれるような舞台作り
を始めて39回目を迎えました。迫力ある踊り、情熱、エネル
ギーをお客様に伝えられたと思っています。ホールのように
ゆったりと観ていただくわけにはいきませんが、それでも毎回
内山の踊りに対する思いを受け止めてお帰りになる方々の
おほめの言葉を今年も頂戴することができ、継続してきて良
かったと感じています。

内山時江モダンバレエ研究所 １１７人

内山時江モダンバレエ研究所／内山時江

第５６回白鷺おどり

５月２９日（日） 11:00～16:00
台風にもかかわらず大勢の入場者を得、例年通り盛会のう
ちに終演できました。コンクール審査員には中央より著名な
舞踊評論家西形節子氏を招聘、緊張感を伴う高い水準の舞
踊会となったことが大きな収穫です。高知市長賞は「鶯」の花
柳寿延弥、「若紫」の花柳寿延美、白鷺会賞は「都風流」の坂
東市弥、高知新聞社賞は「新曲浦島」の坂東姫之丞と決定し
ました。

かるぽーと大ホール ８００人

高知県日本舞踊協会／花柳昌延

６月２６日（日） 13:00～16:40

土佐ふじ和流おさらえ会

いつもお稽古をしているふれあいセンターのホールでの発表
会ということで、地域の方々が大勢応援に。地域に根ざした
活動をめざしている私たちにとってはありがたい応援でした。
最後の“絵島恋もよう”“辰巳恋すがた”まで皆さん席も立た
ずに見ていただきました。
特別出演をしていただいた大正琴の方々に感謝申し上げま
す。

弥右衛門ふれあいセンター １０５人

土佐ふじ和流／竹村美和
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舞踊部門（２）

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

藤間流かおる会「夏のおどり」

７月３１日（日）11:00～16:00
本年度文化祭の最後の催し、客入りも良く安心しました。門
下生、カルチャー教室の生徒さん達総勢50余名、54外題、良
く頑張って踊りました。途中5分間の休憩をとりましたが、帰る
お客さんもなく、千穐楽まで客席はほぼ満席でした。
来年は4月1日文化祭の初日を飾るのに相応しい舞台を作ろ
うと、会員一同張り切っています。

グリーンホール ４３０人

藤間流かおる会／藤間香緒瑠

浜田悦子バレエ研究所第３９回発表会

７月２４日（日） 13:00～15:30　
例年より遅い開催で台風の心配もありましたが無事に終了
することができました。一部はクラス毎に楽しい作品を集め、
二部カルメンはクラシックとは少し趣きの違う大人の作品に、
三部コッペリアは全員でフィナーレまで一気に盛り上がる作
品をと、構成しました。お客様からは楽しく見応えがあったと
の評価をいただきました。40周年に向け新たに第一歩を踏み
出したいと思います。

かるぽーと大ホール ６５０人

浜田悦子バレエ研究所／浜田悦子
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展示部門

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

第２４回双雲社書展

春のばら展２０１１

書道研究双雲社／岡﨑六泉

(社)高知県華道協和会／岩井寿夫　　

春のいけばな展

４月２９日（金）～５月１日（日） 10:00～18:00（最終日は16時）
加盟22流派の会員の協力で、大作18、普通作162、子供席に
17作品を展示し、それぞれの趣が来館者の目を楽しませた。
会員の高年齢化が進み出瓶者の増加が望みにくく、子供席
も出瓶への協力が難しくなり、点数が減少傾向にあることが
悩ましい。時代の流れからか、大作にも往年の豪華さが影を
潜めていると思われるが、全般的に爽やかな季節感を演出
できたと思う。

かるぽーと7階第1・2展示室 ３,２９２人

４月２日（土）～５日（火） 9:30～18:00（最終日は16時）
ペン字作品というと小さいものと思われがちですが、縦が約2
メートル横が60センチメートル、あるいはその逆の大きな作
品5点を展示したことにより、入場者がペン字に新しい認識を
持って下さったようです。また、割りばしやボール紙など筆具
外の物で書いた遊びの世界の作品が多くの方の興味を呼ん
だのも、硬筆作品の幅広さをPRできた効果だと思います。

高新画廊 ４２５人

第３５回さつき花季展覧会

５月２６日（木）～２９日（日） 9:00～17:00（最終日は16時）
低温の日が続いたため開花時期が遅くなったが、会員努力
の結果、開催日には約60鉢の個性豊かなさつき盆栽の参加
がありました。大勢の入場者は花の美しさ、盆栽の素晴らし
さに感動して下さいました。なかには長時間会場で花を楽し
む盆栽好きの見学者も多く見受けられた。富太郎館に根付
いた我が会の盆栽展を末永く継続していくためにも会員の若
返りを図ります。

県立牧野植物園 ２,０００人

高知県さつき愛好会／斎藤俊和

５月１４日（土）・１５日（日） 10:00～18:00（最終日は15時30分）
例年より1週間遅い開催で、一般の出品花数が少なかったた
め、切り花協会の賛助出品数を多くして全体の花数を確保
し、盛会に終わることができた。コンテストは全9賞のうち3賞
は該当なしであった。従来よりバラ栽培の普及を目的として
苗の実費配布を行ってきたが、会場の利用規程によりできな
くなった。今後はバラ苗販売業者を紹介するなどにより普及
に努める。

かるぽーと7階第4展示室 １,０５９人

高知ばら会／森岡清
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文芸部門

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

第４０回高知県俳句大会

５月２９日（日） 9:00～17:00
会員より作品を募集し、審査の結果、優秀作品の講評・表彰
を行った。また、当日の参加者全員による互選句会を行い、
会員相互の研鑽と親睦を図った。
以上は大きな成果と考えるが、当日は台風接近の影響で、
参加者が例年より少なかったのが残念です。

高新文化ホール ９８人

高知県俳句連盟／橋本幸明

第１０回高知県漢詩大会

６月１２日（日） 13:00～16:30
結成以来毎回テーマを変え行ってきた文化講演は、創立10
周年記念事業に相応しく、土佐山内宝物資料館館長渡辺淳
先生に「山内容堂の生涯」を講演いただき、梅雨の中大勢が
時代を超えた話に熱中した。また、会員による「土佐騒人の
夢」の発表、自然を詠んだ「土佐を詠む」、平成22年度の四
国内の作品を高知県吟剣詩舞道総連盟の協力で吟じ舞って
いただきました。

高知商工会館 ２５５人

高知県漢詩連盟／野中秀鳳

第４１回総合文芸展

５月１０日（火）～１５日（日） 10:00～17:00（最終日は16:30）
会員作品を中心に短歌、俳句、詩、川柳、まんが、紙芝居絵
約60点を展示し、陳列ケースには会員の著書、同人誌、「高
知文芸年鑑」や高知ペンクラブ会報のほか、県内各賞の受
賞図書を展示し、鑑賞者も興味深く見入っていた。昨年に比
べ出品数も大幅に増加し、内容も充実し、鑑賞者も多く成功
であった。来年に向け広くPRを行い、さらなる発展をめざした
い。

かるぽーと第5展示室 ４５９人

高知ペンクラブ／高橋正

平成２３年度帆傘川柳大会

６月２６日（日） 10:30～17:30
参加者が例年を大幅に上回り、場内整理が大変なほどの大
盛況で、また、県外からの参加も例年より多く、交流を深める
場にもなった。大会参加が初めてという川柳教室で学ぶ人が
多く参加し、意義のあるものになった。県内外4名ずつの充実
した選者による内容の濃いバランスの良い会となった。会場
が狭く混雑したので、来年からは別の場所に移る予定であ
る。

文教会館5階ホール １２９人

帆傘川柳社／小笠原望
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その他

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

　行事名　

日・時

会　場 入場者

主　催

参加興行映画

４月２９日～７月２２日　全４作品
文化祭に相応しい作品として、日本映画「八日目の蝉」（4/29
～）、「岳‐ガク‐」（5/7～）、「手塚治虫のブッダ」（5/28～）、
「星守る犬」（6/11～）の計4本を参加作品とした。

TOHOシネマズ高知 １２,１２０人

高知県興行生活衛生同業組合／友永雄一

第３７回高知市教育長杯かるた大会

６月２６日（日） 9:00～15:00
参加者数は少なかったが、タイからの留学生の参加があり、
かるたの試合を通しての国際交流がなされた。
全国的に見ると競技かるた人口は増加していますが、残念
ながら高知県での競技人口は減少しています。引き続き練
習会や大会を開催することで、高知県内での競技かるたの
普及を図っていきたい。

南部健康福祉センター ３２人

高知かるた会／吉本健二

第１５回三里友の会文化祭

５月２９日～７月２４日　全４行事
今年は映画会を含めまして4件の催しと、少しさみしい文化祭
となりましたが、今回で15回を数え、毎年恒例のこの行事を
楽しみにして下さっている方々もたくさんできました。観客数
も多く、盛会のうちに終えることができました。
しかしながら、参加グループの高齢化が進んでおり、その点
が不安の種でもあります。

三里文化会館 ５８０人

三里文化推進友の会／土居正治

香を楽しむ

５月８日（日） 10:00～12:00・13:00～15:00
五月晴れに恵まれたくさんの方にご来席いただいた。今回は
男性5名も参加下さり、日常の生活と違ったこんなに静かな
空間の中に身を置き伝統のものに触れる機会があって楽し
かったと感想をのべてくれました。貴重な体験をして下さり、
ほんのひとときの時間に安らぎを感じていただけることを嬉し
く思います。今後も伝統文化を1人でも多くの方に体験してい
ただきたく努力します。

寺田寅彦記念館 ６８人

香道古心流土佐伽羅の会／藤本淑峰
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